
このフォーラムは、国や地域が推進するIoT活⽤促進事業と連携して、地
域産業、中⼩企業の皆様とともに、IoTの可能性と意味を考え、専⾨技術
者と⽀援機関が知のネットワーク、⼈的交流を図ることで地⽅創⽣、地域
産業の活性化に貢献することを狙いとしています。

１２⽉１４⽇（⼟）  受付開始 12:45
講演会 13:15〜16:00  パネル展⽰ 12:45〜17:00

ワークプラザ勝⽥ ⼤会議室
中⼩企業経営者・IT責任者、⽀援機関、専⾨技術者ほか

80名 （先着順）

⼀般 1,000円 技術⼠（会員）1,000円（⾮会員）1,500円

IoTシステムの導⼊、活⽤には現場の課題に合わせた仮説検証が必要です。それを可能にす
る、安価で使いやすいマイコンやセンサ、クラウドサービスをデモを交えて紹介し、現場で
IoTシステムを開発、導⼊、改善している事例を紹介します。

茨城県IoT推進ラボの構成メンバーである⽀援機関・団体等による、中⼩企業IoT導
⼊推進活動、取り組み事例を紹介します。

中⼩企業IoT導⼊ 推進活動、取り組み事例

主催 （公社）⽇本技術⼠会 茨城県⽀部IoT推進⽀援プロジェクト
共催 茨城県IoT推進ラボ
協⼒ （株）ひたちなかテクノセンター （公財）⽇⽴地区産業⽀援センター

 特定⾮営利活動法⼈ ITコーディネータ茨城

どなたでも	
参加できます。	

 AI技術を持たない⾷品製造におけるAIによるイノベーション
ー ユーザー現場、中⼩企業、AIトップ企業との協創 ー 

キューピーでは、「原料の安全・安⼼を世界へ」との志の下、ディープラーニングを活⽤
したAI⾷品原料検査装置を開発、実⽤化するとともに、様々な業務へAIの活⽤を進めてい
ます。今回は、AI⾷品検査装置開発の泥臭い話と、真の⼤志である⾷品業界協調領域にお
けるAI活⽤による国⼒強化についてお話しします。

現場で作る／使う／改善するIoT

キューピー株式会社 ⽣産本部 未来技術推進担当部⻑ 荻野武⽒

アンビエントデーター株式会社 代表取締役  下島健彦⽒



□ メールでの申し込みの場合 以下の参加申込書の記⼊内容を添えて
    ibaraki@engineer.or.jp を宛先としてお送り下さい。
□ FAXでの申し込みの場合
   以下の参加申込書に記載の上、FAX. 029-265-5558へお送り下さい。

     問い合わせ先： 公益社団法⼈ ⽇本技術⼠会茨城県⽀部 事務局
            E-mail：ibaraki@engineer.or.jp 担当 ⼤脇、早⼄⼥

○ 新たなビジネスのアイデアや技術的課題について、
 専⾨家の⽅々と意⾒交換、協創の場として活⽤ください

FAX. 029-265-5558	(⽇本技術⼠会茨城県⽀部 事務局)
いばらきオープンテクノフォーラム2019	参加申込書	

　　　　フォーラムに参加　申し込みます	

区分　（該当を選んでください）	

	

　　一般　　　　技術士の方：日本技術士会　　会員　　　非会員	

所属　（団体・会社名）	

ご氏名	 役職名	

連絡先　TEL.NO	 E-mail	

ワークプラザ勝⽥ ひたちなか市勤労者総合福祉センター
（住所）ひたちなか市東⽯川1279番地    （Tel）029-275-8000
　（交通案内）　URL http://www.workplaza.or.jp/f500.htm　	
　　　JR常磐線勝田駅より徒歩約20分、タクシー・バス約5分	
　　　常磐高速那珂ICより、ひたちなか市方面10Km（約30分）	
　　　北関東自動車道ひたちなかICより、約20分	

（期限 12⽉6⽇（⾦））	

○ 地域・中⼩企業を⽀える、IoTスタートアップ⽀援事業者、
 関係⽀援機関・団体による、IoT・AIのPoC（概念検証）⽀援
 や事例のパネル展⽰を⾏います


